
層状化合物の単層剥離により独創的なナノシートを合成することで、従
来のバルク材料では実現できない電気的、磁気的機能の開発を進めてい
ます。また、物質創製の新しい試みとしてボトムアップ合成技術に注目
し、ナノシートの厚み、組成、構造を精密に制御して合成する技術を開
発しました。以上の研究を通し、ナノシートのテーラメイド合成を実現
し、新しい機能性ナノシートのライブラリーの開発を進めています。
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原子数個の厚みを有する原子膜物質 (ナノシート)は、従来のバルク材料・薄膜とは異なる機能の発現し、エレクトロニク

ス、環境・エネルギー分野での応用が期待されています。我々の研究室では、無機ナノシートを対象に、様々な組成・構

造を有するナノシートを精密合成、高次集積し、ナノ構造特有の機能性を活用した次世代エレクロニクス材料・デバイス

の開発と、資源・エネルギー・環境問題の解決に寄与する新しい材料技術の創製を目指した研究を推進しています。 

ナノシートの精密合成

ナノシートは薄さ故に、レゴブロックのように積み重ねるだけで材料
間の相互作用を自在に制御でき、新しい機能をデザインすることが可
能です。我々の研究室では、ナノシートの２次元電子状態や極薄分子
膜という特徴を利用し、精密集積により構造と電子状態を精密に制御
した多層膜や超格子を作製することで、新しい電子材料、エネルギー
材料の開発を進めています。

無機ナノシートでは、室温・溶液プロセスを用いることで、ナノレベル
で組成・構造を精密に制御したナノ構造体や積層ナノ薄膜の構築が可能
となります。我々の研究室では、組成、構造、機能の異なるナノシート
の積層集積により多層膜や超格子を構築し、ナノシートのボトムアップ
集積でしか達成しえない特異な構造、機能を有する高機能ナノ構造体の
開発を進めています。

ナノシートのコーティング応用

我々の研究室では、マイクロピペットを使ってコロイド水溶液を基板
に１滴滴下後、吸引するという簡便な操作により、ナノシートが稠密
に配列し、約１分という短時間で高品質単層膜が作製可能となる新技
術「単一液滴集積法」を開発しました。本技術は、簡便な操作でナノ
シート膜の高速・大面積製膜を実現できるため、ナノシートの工業的
製膜、機能性コーティングへの応用を進めています。
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